
 

 

 

 

今回は、お天気情報サービスを提供する株式会社ウェザーニューズを取り上げます。各地で甚大な災

害や、データ主義の会社の増加、スマホの普及による個人客の増加など、㈱ウェザーニューズには追

い風と思われます。まさか経営ですから風任せということはないでしょう。 

 

2015 年～2019 年 5 月期までの 5年間を分析しました。 

企業力総合評価 

下位各親指標 

営業効率 資本効率 生産効率 資産効率 流動性 安全性 

 

      

企業力総合評価は成長曲線です。171.94 →171.79 →171.45 →171.15 →170.28 ポイントと 4年で

1.66 ポイント連続悪化しています。その原因は悪化した親指標・生産効率と特定できます。 

㈱ウェザーニューズのような優良企業を読み解く時、ほぼ全ての財務諸表分析指標が高位の為、読み

解く鍵が手に入りません。このような時は時系列分析から原因を捕捉するのです。 

生産効率の各下位指標のグラ

フです。 

従業員数が増加トレンドの中

で、1人当たり売上高が減少し

ています。売上高増加＜従業

員増加が原因です。 

10 年前なら、売上高増加＞従

業員増加であるべきという意

見が当然であったかもしれま

せんが、少子高齢化による人

材不足を見越して、積極的な

人材獲得を志向しているとも

読めます。 

連続悪化が戦略的人材獲得な

のか、単に 1 人当たり売上高

を見ていないだけなのは、会社に聞いてみる他ありません。前者であれば、経営計画の分析が必要に

なります。 
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従業員数が増加すれば人件費も増えます。営業効率親指標（儲かるかの評価指標）のジワリとした悪

化はこのせいでしょう。 

 

売上高が増収トレンドの中で売上高総利益率が悪化、売上高販管費率が高くなっているため、売上高

営業利益率は 4年間で 11.5％（23.50％→12.00%）も悪化しています。先に仮説をたてた人件費の増

加の一部は販売費及び一般管理費に含まれます。売上高販管比率の悪化 4.52％（19.28％→23.80％）

のうち 2.2％は従業員増加が原因です。 

㈱ウェザーニューズは、サービスを作り出す従業員の給与などは売上原価に含めるので、売上高総利

益率の悪化も従業員の増加によるようです。売上高総利益率は 8.43％（44.23％→35.80％）も悪化し

ており、人件費以外にも何等かのコストがかなり膨らんできていることが推測できます。 

貴方なら、次に何を調べますか。企業の経営状況を読む場合、1つの指標の良し悪しより、その指標

がどこにどう波及するかまで読む必要があります。 

まとめ  

時折じわじわ悪化している指標が、戦略的にやったのか、気付かないでそうなったのか、同じ動きで

も全く意味が違います。 

また、財務分析指標は相互に影響しあいます。善循環なのか悪循環なのか、始まりなのか、もう始ま

っているのかを読む必要があります。 

 
編集後記 油断するとじわじわと体重が増えます。「戦略的に太っています。」と胸を張って言ってやろう！と

決意しました。 (^_-)-☆                    文責 JY 
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